
え気とタイムリーな情報を提供する

五十嵐レポ=ト

ルーツを探して
6年ほど前に行政書士に私の父方を調査してもらいました。すると曾祖父

(1856年生)江戸時代から明治時代にかけて現在の山形県鶴岡市に住んで

いたことがわかりました。祖父 (1882年生)は大正時代に上京、結婚し、父

(1922年生)が生まれました。私が生まれたときには祖父は他界していたので

父より先はまつたく知りませんでした。

昨年末に時間ができたので、ぶらりと1泊 2日 で山形県鶴岡市に行ってきま

した。初 日は市役所の戸籍係と都市計画課を訪問。旧地名と現在の地名の

照合です。詳細な地番まではわからなかったが、およその地域は判明しまし

た。詳しく知るには「郷土資料館」にあるとのこと。

2日 日、早速「郷土資料館」を訪問。曾祖父が住んでいた場所が特定できま

した。鶴岡城の城下町で昔は荒町と呼ばれ、商人の街。さらに郷土資料館の

職員から五十嵐家の系図の写しが出てきました。これには驚きました。初代

から十代 目までが記されています。初代・五十嵐典五左衛門 (寛永元年1624

年没)～八代・五十嵐茂兵衛 (天保3年1832年没 )。 七代・五十嵐仲治 (1740

～1821)は鶴岡市人名事典に掲載。僧侶、代々鶴岡荒町で米商をいとなみ

屋号を八木屋という。寛政4年 (1792年)53歳のとき営業不振に陥り、家を長

男茂兵衛に譲って、出家。

系図提供者の十五代・五十嵐氏 (85歳 )にお会いすることができました。店

は高齢と後継者がいないということで平成10年 (1998年 )ごろ廃業したとのこ

と。(何代 目か不明、米屋から瀬戸物屋に衣替え)。 十四代が他の事業に手

を出して失敗して多額な借金を背負った話を聴かせていただきました。

山形県鶴岡市への訪問は、期待以上の情報を得ることができました (お墓

も確認できました)。 小さなお店ながら400年前後継続していたことに驚きを隠

せません。私は、コンサルティング歴21年間、「潰れない会社作り」を企業経

営者に支援してきました。何か運命を感じてしまいました。これからもランチェ

スター戦略に則り、小さな企業が生き残るために「小規模 1位主義」「部分 1位

主義」を広めていきます。
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山形県鶴岡市に17自。

夜、地元の居酒屋に入 りました。飲んでいると顧客が次から次へと来て

忘年会が行なわれていました。また新年会の予約がどんどん入つてきまし
た。 12月 、1月 は居酒屋にとつて書き入れ時。

カウンターで飲んでいたこともあり、店主と雑談。開業して40年。

継続できる秘訣を聞きました。
「大手と競争 しないことだね。つまり価格競争 しないこと。

こちらは、地元の食材を活かす。価格ではないところで勝負する。

大手が出てくると一時期はお客が減る。でも遣 り合わない。我慢。

美味しい料理ときちんとした接客をすれば客は戻つてくる」

やはり差別化。大手のマネ したら命取り。

マーケティングの定義

マーケティングは 「宣伝 して販売するJと いう古い意味ではなく、顧客ニー

ズを満足させるという新 しい意味によつてとらえられるべきである。

マーケティングとは、ニーズを評価 し、その範囲と強さを測定し、利益をあ

げる機会の有無を検討するとい う、マネージャーに課されたいわば予習である。

マーケティングとは、新しい顧客を見つけ、製品の魅力や性能を改善し、既
存の顧客を逃がさないようにし、製品の売上の結果を検討 し、業績を維持する
といったように、製品が生まれてからこの世を去るまで続 く作業なのである。

マーケティングとは、個人やグループが製品や価値を作 り出し、それを他者
と交換することによって必要としているものや欲 しいものを獲得するとい う社

会的かつ経営的なプロセスである。

フィリップ・コトラー、ゲイリー・アームストロング「マーケティング原理第9版」より
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